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芦
田
歯
科
副
部
長
の
司
会

の
も
と
、
は
じ
め
に
野
川
副

会
長
か
ら
「
今
回
の
改
定
は

賃
上
げ
と
物
価
高
騰
へ
の
対

応
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
関
連
の
点
数
が
新
設
さ

れ
て
い
る
。
他
の
点
数
に
お

い
て
も
施
設
基
準
が
増
え
る

な
ど
、
難
し
く
複
雑
な
変
更

が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
日
の

解
説
を
聞
い
て
日
常
診
療
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

検
討
会
で
は
、
講
師
の
田

　

春
闘
で
、
賃
上
げ
要
求
に

対
し
て
満
額
回
答
が
相
次
い

で
い
る
。
高
水
準
だ
っ
た
昨

年
を
上
回
り
、
５
％
台
の
賃

金
ア
ッ
プ
が
実
現
す
る
情
勢

だ
と
い
う
。
物
価
上
昇
を
上

回
る
賃
上
げ
ム
ー
ド
が
高

ま
っ
て
い
る
▼
今
次
診
療
報

酬
改
定
は
、
賃
上
げ
、
物
価

高
騰
へ
の
対
応
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
24
年
度

の
イ
ン
フ
レ
率
予
測
が
２
・

５
％
を
示
す
中
、
改
定
率
は

プ
ラ
ス
０
・
88
％
に
と
ど
ま

る
。
実
質
的
に
は
大
幅
な
マ

イ
ナ
ス
改
定
だ
。
物
価
高
騰

に
対
す
る
配
慮
は
全
く
な
さ

れ
て
い
な
い
。
賃
上
げ
ど
こ

ろ
か
給
与
確
保
も
ま
ま
な
ら

な
い
▼
賃
上
げ
を
目
的
と
し

た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
が

新
設
さ
れ
た
。
24
年
度
に
平

均
２
・
５
％
、
25
年
度
に
平

均
２
・
０
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
水
準
で
は
他
産

業
の
賃
金
レ
ベ
ル
に
は
到
底

達
し
な
い
。
こ
れ
で
は
優
秀

な
人
材
の
確
保
が
で
き
な
い

▼
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
に

よ
る
収
入
は
処
遇
改
善
に
充

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
半

分
を
最
低
保
証
す
る
内
容
で

し
か
な
い
。
さ
ら
に
、
賃
金

改
善
計
画
策
定
や
実
績
報
告

な
ど
煩
雑
な
手
続
き
が
必
要

と
な
る
。
賃
上
げ
対
応
と
は

名
ば
か
り
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
の
施
設
基
準
に
縛
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。�

（
あ
）

辺
歯
科
部
長
が
、
ま
ず
今
次

改
定
の
要
点
に
つ
い
て
概
要

を
説
明
し
、
各
項
目
ご
と
に

詳
し
く
解
説
を
行
っ
た
。
そ

の
中
で
、
初
・
再
診
料
が
感

染
防
止
対
策
や
職
員
の
賃
上

げ
な
ど
の
観
点
か
ら
２
６
７

点
、
58
点
へ
と
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
を
紹
介
。
さ
ら
に

今
次
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
歯
科
外
来
診

療
環
境
体
制
加
算
」（
外
来

環
）
の
廃
止
に
つ
い
て
、
歯

科
外
来
診
療
医
療
安
全
対
策

加
算（
外
安
全
）
１
・２
と
歯

科
外
来
診
療
感
染
対
策
加
算

（
外
感
染
）
１
～
４
の
２
種

類
に
分
け
る
形
で
新
設
さ
れ

た
こ
と
を
説
明
。
外
来
環
は

全
国
平
均
で
５
割
が
届
出
し

て
お
り
、
影
響
が
大
き
い
こ

と
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ
に
施
設

基
準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

届
出
時
期
や
経
過
措
置
を
確

認
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
賃
上
げ
に
関
し
て

新
設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
に
つ
い
て
は
「
届
出

の
様
式
・
項
目
が
複
雑
で
事

後
対
応
も
必
要
な
た
め
、
こ

れ
に
取
り
組
む
か
は
医
療
機

関
ご
と
の
判
断
に
な
る
。
取

り
組
む
際
は
確
実
に
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
注
意
を
促
し
た
。

　

最
後
に
「
６
月
の
改
定
に

向
け
て
、
テ
キ
ス
ト
を
十
分

に
読
み
込
み
、
今
か
ら
備
え

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
検
討

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

◇　

◇　

◇

　

本
検
討
会
の
動
画
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
配
信
中
で

す
。
改
定
内
容
の
ご
確
認
に

ご
活
用
下
さ
い
。

　

ま
た
、
疑
義
解
釈
の
発
出

等
を
受
け
て
二
次
検
討
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参

加
下
さ
い
。

　主な目次　
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２
面
…
●
時
論
「
医
療
の
安
全
保
障

と
は
」

　
　
　
●
解
説
「
発
熱
患
者
へ
の
対

応
評
価
が
新
設
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
話

講師を務める田辺歯科部長

▲

5月下旬「点数表早見表」（病院用または診療所用）※
  　　　「診療報酬・介護報酬Q&Aレセプトの記載」※

6月上旬「保険診療便覧」※

5月下旬「歯科点数早見表・ブリッジ保険適用」

6月下旬「歯科保険診療の研究」

医科

歯科

6月改定に伴いお届け時期が今までと若干異なります

新点数関連書籍のお届け日程

※医科の開業医会員で
ご登録の先生には発刊次第、
１冊郵送いたします

歯科会員には発刊次第、
１冊郵送いたします

　医科は、3月20日に全国保険医団体連合会（保団連）で開催の「2024年度新
点数検討会」の模様を収録した動画を配信いたします。歯科においては、3月25
日に本会が開催した「歯科点数検討会」の録画を配信いたします。
　下記URLまたはQRよりIDとパスワードを入力することで動画配信サイトにアク
セス可能です。
　動画のご視聴に関しては、テキスト「点数表改定のポイント」（医科）、「改定の要
点と解説」（歯科）をご参照ください。

診療報酬改定　解説動画のご案内

・URL
　https://qr.paps.jp/5NmMa

・ユーザーID　／　パスワード
 　HDR24kt　／　2403Hodanren

・テキスト
『点数表改定のポイント　2024年6月版』
　3,000円（税込・送料別）

・URL
　https://qr.paps.jp/gDMXI

・メンバーID　／　パスワード
　　kaitei24　／　20240325hokkaido

・テキスト
『2024年改定の要点と解説』
　2,000円（税込・送料別）

※公開期限は4月30日（火）を予定しております。

医科

歯科歯科

第12回代議員総会のご案内
一般社団法人　北海道保険医会

傍聴ご希望の方は事務局までお知らせください。

日時 ５月２５日（土）午後５時から 場所 札幌グランドホテル

―お詫び―
　この度3月31日に開催を予定して
いた「2024年度医科新点数検討
会」ですが、開始直前に電気設備
の不具合で建物全体が停電となり、
安全面の観点から急遽中止の対応
とさせていただきました。
　ご来場いただいた皆様には多大
なご迷惑をおかけしましたことを深
くお詫び申し上げます。
　つきましては、６月に改定が施
行されることを踏まえ、代替として
以下の日程でオンライン開催するこ
とといたしました。詳細は同封のち
らしをご覧ください。
とき：４月24日（水）18時30分～

　
３
月
25
日
、
今
次
診
療
報
酬
改
定
に
伴
う
歯
科
の
新
点
数
検
討
会
を
、
札

幌
会
場
と
ウ
ェ
ブ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
、
全
道
か
ら
４
０
０
人
を
超

え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
当
日
は
本
会
歯
科
部
の
田
辺
部
長
が
講
師
を
務
め

「
２
０
２
４
年
改
定
の
要
点
と
解
説
」
を
テ
キ
ス
ト
に
今
次
改
定
の
内
容
を

解
説
し
た
。

全
道
か
ら
４
０
０
人
超
が
参
加

今
次
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

歯科点数
検 討 会
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日
本
の
死
亡
者
数
が
急

増
し
て
い
る
。
日
本
で
は

近
年
の
死
亡
者
数
は
毎
年

１
３
０
万
人
台
で
推
移
し

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

２
年
で
増
加
傾
向
を
示
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
死
以
外

の
死
亡
が
コ
ロ
ナ
死
の
６

倍
も
増
加
し
、
そ
の
倍
率

が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
38
カ
国
で
最

大
だ
と
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」

で
発
表
さ
れ
、
世
界
の
注

目
を
浴
び
た
。

　

死
亡
者
数
が
高
い
理
由

と
し
て
、
医
療
逼
迫
の
影

響
で
医
療
機
関
に
ア
ク
セ

ス
で
き
ず
他
疾
患
で
亡
く

な
っ
た
、
外
出
抑
制
な
ど

生
活
習
慣
の
変
化
に
伴
い

持
病
が
悪
化
し
た
、
検
診

率
の
低
下
、
不
況
下
で
の

自
殺
者
の
増
加
―
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　

厚
労
省
の
発
表
す
る

「
簡
易
生
命
表
」
で
は
、

平
均
寿
命
が
前
年
割
れ
す

る
の
は
、
東
日
本
大
震
災

が
あ
っ
た
２
０
１
１
年
以

来
だ
と
い
う
。

　

死
亡
数
に
繋
が
ら
な
い

ま
で
も
、
従
来
の
疾
病
構

造
と
の
対
比
は
、
継
続
し

て
調
査
す
べ
き
で
あ
る
。

　

例
と
し
て
、
か
つ
て
ス

ペ
イ
ン
風
邪
流
行
後
に
ギ

ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
が
新

た
に
出
現
し
た
。
稀
な
神

経
難
病
だ
が
、
重
篤
な
感

染
症
が
き
っ
か
け
で
発
症

す
る
と
言
わ
れ
、
最
近
報

告
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

疾
病
構
造
の
分
析
は
感

染
症
、
免
疫
、
遺
伝
子
、

医
療
統
計
等
の
様
々
な
分

野
で
の
今
後
の
研
究
に
期

待
し
た
い
。
必
要
な
ら
、

指
定
難
病
制
度
や
医
薬
品

の
全
例
調
査
制
度
の
活
用

も
考
慮
す
べ
き
だ
。

　

５
類
と
な
り
、
札
幌
市

の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
推
進
部
等
、

各
自
治
体
で
は
一
部
の
組

織
改
革
や
オ
ン
ラ
イ
ン
化

で
の
業
務
改
善
が
進
ん
で

い
る
が
、
10
年
以
上
か
け

て
減
ら
し
た
保
健
所
数
の

見
直
し
論
議
は
無
い
。

　

厚
労
省
も
地
域
の
基
幹

病
院
統
廃
合
計
画
を
見
直

さ
ず
、
今
次
診
療
報
酬
改

定
を
見
る
限
り
、
次
に
備

え
る
対
策
は
数
少
な
い
。

　

一
方
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
次

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
、

５
月
の
総
会
で
国
際
保
健

規
則
改
定
と
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
条
約
が
締
結
さ
れ
る
。

今
後
、
加
盟
国
は
そ
れ
に

従
う
義
務
が
生
じ
る
。

　

し
か
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
認
定
、
緊
急
事
態
宣
言

は
事
務
局
長
が
独
自
に
決

め
、有
効
な
検
査
・
治
療
薬

は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
認
定
す
る
も

の
を
使
用
さ
せ
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
各
国
に
義
務
付

け
る
等
が
あ
り
、
容
易
に

受
け
入
れ
難
い
側
面
も
あ

る
。
非
常
時
に
備
え
る
た

め
に
、
平
時
の
医
療
供
給

体
制
の
充
実
な
ど
、
長
期

的
な
国
家
戦
略
が
必
要
だ
。

■
初
診
料

　

２
８
８
点　

→　

２
９
１

点（
＋
３
点
）

■
再
診
料

　

73
点　

→　

75
点（
＋
２

点
）

■
外
来
管
理
加
算

　

変
更
な
し

■
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備

体
制
充
実
加
算
　
→
　
医
療

情
報
取
得
加
算（
名
称
・
要

件
変
更
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
の
原
則
義
務
化
に
と

も
な
い
、
体
制
整
備
に
係
る

評
価
か
ら
「
十
分
な
情
報
を

取
得
し
た
上
で
」
診
察
を

行
っ
た
場
合
の
情
報
の
取

得
・
活
用
に
か
か
る
評
価
へ

見
直
さ
れ
た
。
施
設
基
準
の

変
更
は
な
い
が
、
再
診
時
に

算
定
で
き
る
区
分
が
新
設
さ

れ
た
表
１
。

■
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備

加
算（
新
設
）

　

施
設
基
準
を
満
た
す
医
療

機
関
が
初
診
時
、
ま
た
は
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
よ
り

得
ら
れ
る
情
報
を
踏
ま
え
訪

問
診
療
や
訪
問
看
護
を
実
施

し
た
場
合
な
ど
に
加
算
。

■
発
熱
患
者
対
応
加
算（
新

設
）

　

感
染
症
を
疑
わ
せ
る
よ
う

な
症
状
を
有
す
る
患
者
に
対

し
、
適
切
な
感
染
対
策
の
も

と
で
診
療
を
行
っ
た
場
合

に
、
初
・
再
診
料
の
外
来
感

染
対
策
向
上
加
算
に
上
乗
せ

で
加
算
で
き
る
。

■
抗
菌
薬
適
正
使
用
加
算

（
新
設
）

　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
へ
の
参

加
自
体
を
評
価
す
る
従
来
の

　

時
は
平
成
14
年
２
月
。
こ

の
時
期
な
ら
で
は
の
楽
し
い

楽
し
い
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
に
知

人
た
ち
５
名
と
茨
戸
川
へ
出

か
け
た
。
凍
て
つ
く
氷
上
だ

が
、
快
適
な
ワ
カ
サ
ギ
テ
ン

ト
な
る
も
の
を
２
張
り
し
、

男
性
陣
３
人
、
女
性
陣
３
人

と
分
か
れ
て
い
ざ
開
始
！

　

ア
イ
ス
ド
リ
ル
で
氷
に
穴

を
開
け
る
の
は
一
苦
労
な
の

だ
が
、
初
め
て
体
験
す
る
者

に
と
っ
て
は
、
ワ
カ
サ
ギ
釣

り
の
中
で
や
っ
て
み
た
い
イ

ベ
ン
ト
、「
ワ
カ
サ
ギ
の
天

麩
羅
」
と
１
・
２
位
を
争
う

も
の
な
の
だ（
笑
）。な
の
で
、

み
ん
な
張
り
切
っ
て
ガ
リ
ガ

リ
ガ
リ
ガ
リ
、
ガ
ポ
ン
ッ
と

楽
し
ん
で
る
。
う
ん
、
実
に

微
笑
ま
し
い
光
景
だ
。

　

ワ
カ
サ
ギ
は
よ
ほ
ど
の
こ

と
が
な
い
限
り
ビ
ギ
ナ
ー
に

も
釣
れ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
え
ば
１
０
０
匹
以
上
だ
っ

て
珍
し
く
な
い
。
困
難
な
の

は
ハ
リ
も
小
さ
く
複
数
つ
い

て
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
ハ
リ

に
餌
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
だ
。

　

こ
こ
に
一
つ
大
き
な
壁
が

あ
る
。
エ
サ
の
問
題
だ
。
ワ

カ
サ
ギ
釣
り
の
エ
サ
は
基
本

的
に
ア
カ
ム
シ
と
サ
シ
。
ア

カ
ム
シ
と
は
ア
カ
ム
シ
ユ
ス

リ
カ
の
幼
虫
、
つ
ま
り
ボ
ウ

フ
ラ
み
た
い
な
感
じ
。ま
あ
、

こ
れ
は
サ
シ
と
比
べ
る
と
大

き
な
壁
に
は
な
ら
な
い
。
問

題
は
、
そ
う
、
こ
の
サ
シ
だ
。

サ
シ
と
は
ハ
エ
の
幼
虫
、
つ

ま
り
ウ
ジ
。
う
ね
う
ね
う
ご

く
ウ
ジ
を
掴
み
ハ
リ
に
刺
す

の
は
な
か
な
か
勇
気
が
い
る

よ
う
だ
。
し
か
も
サ
シ
を
食

べ
た
ワ
カ
サ
ギ
を
天
麩
羅
で

丸
ご
と
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
は
、
む
う
、
私
は
気
に
し

な
い
が
、
つ
ま
り
ウ
ジ
を
食

べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
、
女
性
陣
や
中
に

は
男
性
陣
に
も
叫
喚
す
る
者

が
現
れ
る
。

　

ま
あ
そ
こ
は
仕
方
が
な
い
。

ワ
カ
サ
ギ
が
サ
シ
を
飲
み
込

む
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
こ
と
を

説
明
し
な
が
ら
、
ア
カ
ム
シ

を
優
先
し
て
ハ
リ
へ
の
付
け

方
を
教
え
て
い
た
ら
、
突
然

強
め
の
横
風
が
吹
き
、
７
本

の
ワ
カ
サ
ギ
の
ハ
リ
が
私
の

右
腕
に
ま
と
わ
り
つ
い
た
。

し
か
も
数
本
し
っ
か
り
と
手

指
に
刺
さ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
あ
珍
し
く
な
い
の
で
、

一
本
一
本
外
し
て
い
く
と
、

右
手
の
人
差
し
指
先
端
内
側

に
刺
さ
っ
た
ハ
リ
が
抜
け
な

い
。
強
引
に
抜
こ
う
と
す
る

と
、
ど
う
い
う
わ
け
か
右
肘

内
側
に
痺
れ
が
走
り
、
そ
れ

が
な
か
な
か
に
痛
い
。
参
加

者
に
ナ
ー
ス
が
い
て
、「
無

理
は
ダ
メ
、
明
日
、
病
院
で

抜
く
の
が
賢
明
」
と
の
判
断

指
示
に
よ
り
、
そ
う
す
る
こ

と
に
。

　

以
降
、
み
ん
な
で
楽
し
く

ワ
イ
ワ
イ
と
ど
ん
ど
ん
釣
果

を
伸
ば
し
、
豚
汁
や
ワ
カ
サ

ギ
の
天
麩
羅
を
楽
し
ん
だ
。

　

さ
て
、
翌
日
。
桑
園
の
某

総
合
病
院
へ
行
き
、
受
付
で

状
況
を
説
明
。
そ
れ
で
案
内

さ
れ
た
診
察
室
へ
入
る
と
、

ニ
ヤ
ニ
ヤ
す
る
医
師
。
そ
し

て
何
や
ら
２
、３
人
の
同
僚

に
面
白
い
患
者
が
来
た
と
連

絡
。
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

少
し
大
袈
裟
な
感
じ
で
覆
布

を
肘
か
ら
手
に
か
け
ら
れ
麻

酔
。
メ
ス
で
切
開
し
小
さ
な

ハ
リ
を
外
し
た
。
ハ
リ
が
ぐ

に
ゃ
ぐ
に
ゃ
に
な
っ
て
い
た

の
は
驚
い
た
。「
中
で
小
さ

な
先
端
が
折
れ
て
い
た
ら
厄

介
だ
っ
た
ね
ー
」と
言
わ
れ
、

終
了
。

　

ま
あ
、
な
ん
と
も
小
っ
恥

ず
か
し
い
体
験
を
し
た
が
、

ワ
カ
サ
ギ
の
ハ
リ
と
は
い

え
、
バ
カ
に
し
て
は
い
け
な

い
と
学
ん
だ
、
坂
田
成
年
で

あ
っ
た
（
泣
笑
）。

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
強
化
加
算

と
は
別
に
、
抗
菌
薬
適
正
使

用
の
実
績
が
高
い
場
合
に
、

初
・
再
診
料
の
外
来
感
染
対

策
向
上
加
算
に
上
乗
せ
で
加

算
す
る
（
要
届
出
）。

■
時
間
外
対
応
加
算（
変
更・

新
設
）

　

再
診
料
の
時
間
外
対
応
加

算
に
、
非
常
勤
職
員
が
対
応

し
、
医
師
に
連
絡
す
る
体
制

を
評
価
し
た
加
算「
２
」
の

区
分
が
新
設
。
こ
れ
に
と
も

な
い
体
系
が
再
編
さ
れ
た

表
２
。
改
定
後
の
時
間
外

対
応
加
算
１
・
３
の
対
応
体

制
は
「
週
３
日
以
上
常
態
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
、
所
定

労
働
時
間
が
週
22
時
間
以
上

の
勤
務
を
行
う
非
常
勤
の
医

師
、
看
護
職
員
、
又
は
事
務

職
員
等
」
に
よ
る
対
応
で
も

可
と
さ
れ
て
い
る
。

　

◇　

◇　

◇

　

詳
細
な
点
数
説
明
、
施
設

基
準
通
知
な
ど
は
、「
点
数

表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
ご

参
照
い
た
だ
き
た
い
。

表１　医療情報取得加算の概要
対象 初診 再診

下記以外（紙の保険証
等での受診時）

①マイナ保険証による
オンライン資格確認

②他医療機関からの診
療情報提供

参考：現行の医療情報・システム基盤整備体制充実加算（月１回）
加算１（紙の保険証・初診時）：４点
加算２（マイナ保険証等・初診時）：２点

医療情報取得加算１
３点（月１回）

医療情報取得加算３
2点（３月に１回）

医療情報取得加算2
1点（月１回）

医療情報取得加算4
1点（３月に１回）

表2　時間外対応加算の変更内容
改定前 改定後（変更事項のみ抜粋）

時間外対応加算1　5点

（診療時間外に医療機関で常時対応）
時間外対応加算1　5点

（診療時間外に常勤の医師、看護職員、又は事務職員等が常時対応）

時間外対応加算2　4点
・診療時間外に非常勤の医師、看護職員、又は事務職員等が常時対応
・必要に応じてカルテを閲覧できる体制をとる

（新　設）

時間外対応加算2　3点
（夜間の数時間は医療機関で対応、休診日・
深夜・休日は留守電等で案内）

時間外対応加算3　1点
（複数医療機関の連携で対応）

時間外対応加算3　3点
（夜間の数時間は常勤の医師、看護職員又は事務職員等が対応、休診日・
深夜・休日は留守電等で案内）

時間外対応加算4　1点
（複数医療機関の連携で対応）

医
療
の
安
全
保
障
と
は

シリーズ　釣り経験談・失敗談 �（最終回）

小さなハリと言えど…小さなハリと言えど…
「釣道楽」発行人 坂田 潤一

５

解　説

発熱患者への対応評価が新設発熱患者への対応評価が新設

　
本
改
定
で
は
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
新

点
数
や
、
発
熱
患
者
対
応
の
新
た
な
評
価
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
初
・
再
診
料

等
の
関
連
項
目
に
お
け
る
改
定
内
容
を
概
説

す
る
。

初・再診料の引き上げわずか
医 

科
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２
０
２
１
年
か
ら
２
年
間
、

沖
縄
県
西
原
町
に
あ
る
ア
ド

ベ
ン
チ
ス
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
診

療
支
援
に
携
わ
り
ま
し
た
。

西
原
町
は
琉
球
大
学
や
医
学

部
附
属
病
院
、
沖
縄
キ
リ
ス

ト
教
学
院
大
学
が
あ
る
文
教

の
町
で
す
。
米
軍
基
地
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
隣
接
す

る
宜
野
湾
市
に
は
海
兵
隊
の

普
天
間
飛
行
場
が
あ
り
ま
す
。

毎
朝
行
わ
れ
る
申
し
送
り
の

時
間
に
こ
こ
を
飛
び
立
つ

ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
や
オ
ス
プ

レ
イ
が
病
院
の
上
空
を
飛
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

時
は
申
し
送
り
を
す
る
夜
勤

の
看
護
師
の
声
は
全
く
聞
き

取
れ
ま
せ
ん
。
基
地
か
ら
離

れ
た
場
所
で
も
こ
の
有
り
様

で
す
。
日
夜
騒
音
に
悩
ま
さ

れ
る
宜
野
湾
市
民
の
生
活
や

健
康
被
害
を
思
い
ま
し
た
。

宜
野
湾
市
民
は
い
ま
第
３
次

の
「
普
天
間
基
地
か
ら
爆
音

を
な
く
す
訴
訟
団
」
を
組
織

し
て
「
静
か
な
日
々
を
取
り

戻
す
」
た
た
か
い
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
高
台
に
あ
る
病
院
か
ら
オ
ス

プ
レ
イ
が
危
険
な
ヘ
リ
モ
ー

ド（
垂
直
離
着
陸
モ
ー
ド
）で

住
宅
地
や
学
校
の
上
を
飛
行

す
る
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
９
月
に
公
表

さ
れ
た
日
米
合
同
委
員
会
合

意
に
は
墜
落
す
る
可
能
性
が

あ
る
ヘ
リ
モ
ー
ド
は
「
運
用

上
必
要
な
場
合
を
除
き
、
通

常
、
米
軍
の
施
設
及
び
区
域

内
に
限
ら
れ
る
」
と
あ
り
ま

す
。
し
か
し
こ
の
合
意
は
私

が
日
常
目
に
し
て
い
る
限
り

ま
っ
た
く
守
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

日
本
政
府
機
関
で
あ
る
沖

が
、
30
年
以
上
続
け
て
き
た

こ
と
に
た
だ
た
だ
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。

　

30
年
前
と
今
と
で
、
歯
科

医
療
で
最
も
変
わ
っ
た
こ
と

は
何
か
と
考
え
た
と
き
に
、

や
は
り
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん

で
き
た
こ
と
が
大
き
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
患
者

の
健
康
増
進
、
生
活
の
質
の

向
上
を
求
め
る
と
い
う
基
本

的
な
と
こ
ろ
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
ツ
ー
ル

は
大
い
に
変
わ
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
の
研
修
医
の

時
に
は
大
学
も
ま
だ
紙
カ

ル
テ
で
記
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
翌
年
に
は
電
子
カ

ル
テ
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
が
保
険
適
用
さ
れ
、

歯
科
技
工
の
あ
り
様
の
転
換

点
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
６
月
の
改
定
で

は
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン

レ
ー
を
対
象
に
光
学
印
象
が

保
険
適
用
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
情
報
通
信
機
器
の
使
用

促
進
の
内
容
が
含
ま
れ
、
歯

科
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
項
目

が
新
設
さ
れ
ま
す
。
医
療
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
ま
す
ま
す
進

む
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
院
で
も
事
業
継
承
に
あ

た
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
少

し
で
す
が
進
め
ま
し
た
。
現

像
液
を
使
っ
て
い
た
デ
ン

タ
ル
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
化
、

ウ
ェ
ブ
で
の
予
約
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
、
レ
セ
プ
ト

の
電
子
請
求
な
ど
な
ど
。
Ｄ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
や
Ｓ
Ｔ
Ｌ
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
サ
ー
ジ
カ
ル
ガ
イ
ド
を
製

作
す
る
な
ど
電
子
デ
ー
タ
の

や
り
取
り
は
確
実
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
国
策
の
医
療

Ｄ
Ｘ
の
流
れ
に
乗
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
感
も
否
め
ま
せ

ん
が
、
利
便
性
の
高
さ
は
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
が
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
へ

の
寂
し
さ
も
感
じ
て
い
ま

す
。
光
学
印
象
で
は
、
模
型

レ
ス
で
補
綴
物
、
修
復
物
の

製
作
が
可
能
に
な
り
ま
す

が
、
補
綴
を
や
っ
て
き
た
人

間
と
し
て
は
、
や
っ
ぱ
り
石

膏
模
型
が
恋
し
く
、
咬
合
器

の
機
械
仕
掛
け
感
に
心
躍
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
で
も
ク

ロ
ス
マ
ウ
ン
ト
は
電
子
デ
ー

タ
の
ほ
う
が
正
確
で
楽
な
ん

で
す
よ
ね
～
。

縄
防
衛
局
に
問
い
合
わ
せ
る

と
、「
米
軍
の
運
用
上
必
要

と
さ
れ
る
か
ら
ヘ
リ
モ
ー
ド

で
飛
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
合
意
違
反
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」（
！
）
と
言
い
ま
す
。

運
用
上
必
要
と
い
う
の
は
何

で
す
か
と
尋
ね
て
も
答
え
ら

れ
ま
せ
ん
。「
米
軍
の
運
用

上
必
要
」
と
繰
り
返
す
だ
け

で
す
。
言
葉
遣
い
は
丁
寧
で

す
が
こ
の
政
府
機
関
は
誰
に

顔
を
向
け
て
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
う
し
た
姿
勢
が
米
軍

の
傍
若
無
人
な
振
る
舞
い
を

増
長
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

世
論
調
査
に
よ
る
と
日
本

人
の
８
割
が
日
米
安
全
保
障

条
約
は
国
の
安
全
に
必
要
と

支
持
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
安
保
条
約

に
よ
っ
て
沖
縄
の
人
々
は
日

本
国
憲
法
が
保
証
す
る
平
和

的
生
存
権
を
奪
わ
れ
続
け
て

い
ま
す
。
い
ま
一
度
自
分
事

と
し
て
こ
の
現
実
に
目
を
向

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
が
開
業
し
た
の
は

１
９
９
０
年
で
父
が
36
歳
の

時
、
２
０
２
３
年
４
月
に
事

業
継
承
を
し
た
時
は
父
が
69

歳
、
私
は
38
歳
。
継
承
後
お

よ
そ
１
年
が
経
過
し
ま
す

　

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ

き
実
施
さ
れ
て
い
る
「
学
校

病
治
療
に
係
る
医
療
費
援
助

事
業
」
が
昨
年
度
と
同
様
に

今
年
度
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
要
保
護（
生

活
保
護
）
ま
た
は
準
要
保
護

（
就
学
援
助
）
と
し
て
認
定

さ
れ
た
児
童
・
生
徒
で
、
受

診
時
に
は
各
市
町
村
が
令
和

６
年
度（
２
０
２
４
年
）
に

発
行
し
た「
学
校
病
医
療
券
」

の
持
参
が
必
要
で
す
。

　

学
校
病
の
対
象
疾
患
及
び

治
療
範
囲
は
表
の
通
り
で
す
。 　

援
助
の
対
象
と
な
る
費
用

の
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
令

和
６
年
度（
２
０
２
４
年
）

の
「
学
校
病
医
療
券
」
を
持

参
し
た
日
以
降
の
、
診
療
、

薬
剤
、
治
療
材
料
、
処
置
、

手
術
、
検
査
料
、
入
院
料（
入

院
時
食
事
療
養
費
を
含
む
）、

注
射
料
、
薬
剤
の
容
器
代
等

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
券
を
持
参
せ
ず
に

行
っ
た
診
療
や
、
保
険
外
診

療
に
係
る
医
療
費
等
は
、
患

者
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

請
求
方
法
等
ご
不
明
な
点

は
各
学
校
ま
た
は
学
校
を
管

轄
す
る
市
町
村
教
育
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

援助の対象となる
疾病及び治療範囲

　①トラコーマ及び結膜炎
　②白癬、疥癬及び膿痂疹
　③中耳炎
　④慢性副鼻腔炎及びアデノイド
　⑤う歯
　⑥寄生虫病（虫卵保有を含む）

安心の三大共済制度募集中！

お問い合わせ・資料請求は、共済部まで 011-231-6281

保険医年金

●予定利率1.202%を最低保証！
－ 将来に備えてコツコツ積み立て －

募集期間 4月1日～6月25日（9月1日加入）

募集期間 4月1日～5月25日（8月1日加入）

加入時のまま満期まで上がりません

（2024年1月1日現在）

（2022年度配当実績　0.042％）

保険医休業保障共済保険

●掛金は

◆１口あたりの月額掛金

－ ケガや病気による休業リスクに備える －

グループ保険

●2022年度の配当率は51.27%
－ 死亡・高度障害時にお支払いする保険 －

毎年収支決算を行い剰余金が生じた場合は
配当金として加入者にお支払い

随時申し込み受付中（通常：申込月の3カ月後1日加入）

～29歳
2,500円

30～39歳
2,800円

40～49歳
3,000円

50～54歳
3,300円

55～59歳
3,700円

年度によってはさらに上乗せ配当も！

（※土日祝日、代診をおいても給付）

⇒割安な保険料で万一に備えられます！

医科・歯科スタッフのための

接遇・電話対応マナー講座
■日　時：5月11日（土）15時～18時（3時間）

■場　所：かでる2.7大会議室
　　　　（札幌市中央区北2条西7丁目道民活動センタービル）

■講　師：矢川　美惠子　氏
　　　　（ＡＮＡビジネスソリューション株式会社）

■対　象：医師・歯科スタッフ（ドクターも可）

■定　員：200名（定員になり次第締め切り）

■参加費： 一人1,000円

詳細は前号同封のちらし、または本会ＨＰをご覧ください。

自
分
事
と
し
て

自
分
事
と
し
て

ー
沖
縄
に
住
ん
で
考
え
た
こ
と

ー
沖
縄
に
住
ん
で
考
え
た
こ
と

札
幌
支
部
　
勤
医
協
札
幌
病
院

小こ
ば
や
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良よ

し
ひ
ろ裕

デ
ジ
タ
ル
化
の
す
す
め
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ジ
タ
ル
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の
す
す
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札
幌
支
部
　
野
川
歯
科
ク
リ
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が
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敏と

し
ふ
み史

「
学
校
病 

医
療
費
援
助
事
業
」実
施

 

医
療
券
持
参
の
確
認
を

お知らせ
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診療報酬改定の疑義解釈

　３月28日、2024年度診療報酬改定に関する疑義解釈が通知されました。
一部内容を抜粋し掲載いたしますのでご確認ください。

【生活習慣病管理料】

問．�生活習慣病管理料（Ⅰ・Ⅱ）に、外来管理加算の費用は含まれ
るものとされているが、生活習慣病管理料（Ⅰ・Ⅱ）を算定し
た月において、当該算定日とは別日に、当該保険医療機関にお
いて、生活習慣病管理料（Ⅰ・Ⅱ）を算定した患者に対して診
療を行った場合に、外来管理加算を算定することは可能か。

答．外来管理加算の算定要件を満たせば可能。

問．�生活習慣病管理料（Ⅱ）について、「生活習慣病管理料（Ⅰ）を
算定した日の属する月から起算して６月以内の期間において
は、生活習慣病管理料（Ⅱ）は、算定できない」とされているが、
同一の保険医療機関において、生活習慣病管理料（Ⅰ）を算定
する患者と、生活習慣病管理料（Ⅱ）を算定する患者が同時期
にそれぞれいる場合の取扱いはどうなのか。

答．�同一の保険医療機関において、生活習慣病管理料（Ⅰ）を算定
する患者と、生活習慣病管理料（Ⅱ）を算定する患者が同時期
にそれぞれいても差し支えない。

問．�生活習慣病管理料（Ⅱ）について、「生活習慣病管理料（Ⅰ）を
算定した日の属する月から起算して６月以内の期間において
は、生活習慣病管理料（Ⅱ）は、算定できない」とされているが、
2024年度診療報酬改定前の生活習慣病管理料についての取扱い
はどうなのか。

答．�2024年度診療報酬改定前の生活習慣病管理料を算定した時期に
かかわらず、生活習慣病管理料（Ⅱ）が算定できる。

問．�生活習慣病管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ）は、栄養、運動、休養、喫
煙、飲酒及び服薬等の生活習慣に関する総合的な治療管理を行
う旨、患者に対して療養計画書により丁寧に説明を行い、患者
の同意を得るとともに、当該計画書に患者の署名を受けた場合
に算定できるものとされているが、署名の取扱い如何。

答．�初回については、療養計画書に患者の署名を受けることが必要。
ただし、２回目以降については、療養計画書の内容を患者に対
して説明した上で、患者が当該内容を十分に理解したことを医
師が確認し、その旨を療養計画書に記載した場合については、
患者署名を省略して差し支えない。

　
「
公
正
世
界
仮
説
」
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
世
の
中
は

人
間
の
行
い
に
対
し
て
公
正

な
結
果
が
返
っ
て
く
る
も
の

で
あ
る
、
と
考
え
る
心
理
的

バ
イ
ア
ス
（
思
い
込
み
）
で

あ
る
。

　

努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
、

天
網
恢
恢
疎
に
し
て
漏
ら
さ

ず
、
因
果
応
報
な
ど
。
こ
の

よ
う
な
考
え
方
自
体
は
決
し

て
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
と
思
う
が
、
世
の

中
が
こ
の
よ
う
な
考
え
だ
け

で
回
る
は
ず
も
な
く
、
理
不

尽
な
思
い
を
す
る
こ
と
は
誰

に
で
も
起
こ
り
得
る
自
明
の

理
で
あ
る
。
し
か
し
世
界
は

公
正
だ
と
信
じ
る
人
が
、
理

不
尽
な
出
来
事
を
目
に
し
た

時
、
受
け
入
れ
が
た
い
事
実

を
突
き
つ
け
ら
れ
た
時
、
ど

の
よ
う
に
自
分
の
心
に
折
り

合
い
を
つ
け
る
の
だ
ろ
う
。

　

人
は
な
ぜ
被
害
者
を
責
め

て
し
ま
う
の
か
。

　

性
暴
力
や
い
じ
め
な
ど
の

被
害
に
あ
っ
た
方
が
、
告
発

後
中
傷
被
害
に
あ
う
事
案
が

あ
と
を
絶
た
な
い
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
感
染
者
が
不
当
に
批

判
さ
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
新

し
い
。
曰
く
、
夜
中
に
一
人

で
う
ろ
つ
く
ほ
う
が
悪
い
、

露
出
の
多
い
服
を
着
て
い
る

の
が
悪
い
、
い
じ
め
ら
れ
る

ほ
う
に
も
問
題
が
あ
る
、
な

ど
。

　

こ
う
思
う
背
景
に
は
我
々

は
無
意
識
の
う
ち
に
社
会
や

世
界
に
対
し
て
理
想
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
理
由
に

あ
げ
ら
れ
る
そ
う
だ
。
そ
の

理
想
が
崩
さ
れ
る
と
不
安
に

な
り
、
整
合
性
を
と
ろ
う
と

し
て
秩
序
を
壊
そ
う
と
し
て

い
る
（
そ
う
思
い
込
ん
で
い

る
）
も
の
を
排
除
し
よ
う
と

す
る
。
な
ぜ
な
ら
善
良
な
人

が
事
件
、
事
故
に
あ
う
こ
と

は
理
想
の
世
界
の
否
定
に
な

り
、
自
己
否
定
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　

公
正
世
界
仮
説
を
全
否
定

す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。

社
会
秩
序
の
維
持
に
有
効
と

も
聞
く
。
他
者
の
目
が
行
き

届
か
な
く
て
も
良
き
行
動
を

し
て
悪
い
行
動
を
控
え
る
こ

と
を
誰
が
否
定
で
き
よ
う
。

自
分
の
ま
わ
り
を
安
心
・
安

全
な
場
所
に
し
た
い
と
い
う

感
情
と
利
他
的
な
行
動
は
正

の
相
関
関
係
が
あ
り
、
公
正

世
界
仮
説
を
信
じ
て
い
る
人

ほ
ど
幸
福
感
、
未
来
に
対
す

る
志
向
性
が
高
い
そ
う
だ
。

た
だ
自
己
責
任
と
い
う
言
葉

は
自
分
自
身
に
問
い
か
け
る

の
は
い
い
が
、
他
者
に
か
け

る
と
き
は
本
当
に
そ
れ
が
あ

て
は
ま
る
の
か
自
分
に
振
り

返
っ
て
よ
く
よ
く
注
意
し
な

く
て
は
と
思
う
。�

（
林
）

〈
３
月
〉

５
日　

苫
小
牧
支
部
研
修
会

９
日　

�

共
済
制
度
運
営
委
員

会

14
日　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座

25
日　

歯
科
新
点
数
検
討
会

31
日　

�

医
科
新
点
数
検
討
会

（
停
電
に
よ
り
中
止
）

■
第
12
回
理
事
会

日
時　

３
月
26
日（
火
）

場
所　

�

本
会
会
議
室（
ウ
ェ

ブ
）

協
議
事
項

①�
４
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�
２
０
２
３
年
度
総
括
活
動

報
告（
案
）、
２
０
２
４
年

度
総
括
活
動
方
針（
案
）、

２
０
２
４
年
度
予
算（
案
）

に
つ
い
て

③�

各
部
の
活
動
報
告
、
活
動

方
針
、
予
算
要
求
案（
第

２
次
案
）
に
つ
い
て

④�

各
支
部
に
お
け
る
決
算
状

況
に
つ
い
て

⑤�

保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
全
国
調
査
協
力
依

頼
に
つ
い
て

⑥�

24
―
25
年
度
保
団
連
専
門

部
員
・
委
員
の
候
補
推
薦

に
つ
い
て

仲
屋　

正
樹
先
生

３
月
15
日
ご
逝
去（
56
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

【在宅訪問診療料】

問．�在宅患者訪問診療料（Ⅰ）の注12 に規定する別に厚生労働大臣
が定める基準に掲げる「末期心不全の患者」及び「呼吸器疾患
の終末期の患者」について、具体的にどのような患者のことを
いうか。

答．それぞれ以下のとおり。

　○��末期心不全の患者は、以下の①及び②の基準並びに③又は④
のいずれかの基準に該当するもの

　　�①�心不全に対して適切な治療が実施されていること。
　　�②��器質的な心機能障害により、適切な治療にかかわらず、慢

性的にＮＹＨＡ重症度分類Ⅳ度の症状に該当し、頻回又は
持続的に点滴薬物療法を必要とする状態であること。

　　�③�左室駆出率が 20％以下であること。
　　�④�医学的に終末期であると判断される状態であること。

　○��呼吸器疾患の終末期の患者は、以下の①、②及び③のすべて
の基準に該当するもの

　　�①�呼吸器疾患に対して適切な治療が実施されていること。
　　�②��在宅酸素療法やＮＰＰＶ（非侵襲的陽圧換気）を継続的に

実施していること。
　　�③�過去半年以内に 10％以上の体重減少を認めること。

【在宅時医学総合管理料・施設入居時等医学総合管理料】

問．�在宅時医学総合管理料の注５に規定する頻回訪問加算について、
過去に当該加算を算定していた患者であって、病状が安定した
こと等により当該加算を算定しなくなったものについて、再び
病状が悪化した等の理由で頻回の訪問が必要となった場合、ア
の「初回の場合」とイの「２回目以降の場合」のどちらの点数
を算定すれば良いか。

答．�イの「２回目以降の場合」を算定すること。ただし、過去に頻
回の訪問を必要としていた疾患と異なる疾患により、頻回の訪
問が必要となる場合については、初回に限りアの「初回の場合」
を算定して差し支えない。

日　時：５月18日（土）15時～16時30分
形　式：Zoomウェビナーを
　　　　用いたオンライン配信
講　師：寺田　洋樹　氏
　　　（株）北海道医療情報サービス
　　　　　　コンサルティング事業部　営業部長
対　象：会員および会員所属の医療機関職員
参加費：無料

2024年度診療報酬改定の概要及び今後の対応
診療所に係る改定事項及び今後の対応を確認する

 Tel  011-231-6281   Fax    011-231-6283

お申込みフォームはこちら→

お問い合わせは、事務局まで。

公
正
世
界
仮
説

保
険
医
会
の
動
き

理
事
会
だ
よ
り

会

員

訃

報


